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【公表番号】特表2013-523329(P2013-523329A)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月24日(2014.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステント補綴心臓弁を経皮的に配備するための送達システムであって、
　補綴心臓弁を選択的に係合させるように構成された連結構造を提供する中間部分を含む
内側シャフトアセンブリと、
　前記内側シャフトアセンブリ上にスライド可能に配置され、前記連結構造と係合した補
綴心臓弁を収縮状態で収容するように構成された送達シースカプセルと、
　前記内側シャフトアセンブリおよび前記送達シースカプセルに連結したハンドルであっ
て、前記補綴心臓弁を引込めて前記送達システム内への前記補綴心臓弁の再捕獲を促進す
るように、前記遠位シースカプセルへ力を選択的に適用する第一作動装置と、前記内側シ
ャフトアセンブリに選択的に力を適用する第二作動装置を保持するハンドルと、を備えて
いる、
　ことを特徴とする送達システム。
【請求項２】
　前記システムが、前記カプセルが前記内側シャフトアセンブリ上で前記ステント補綴心
臓弁を収縮状態で保持する装填状態を提供するように構成されている、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記システムが、部分的に展開された状態を提供するように構成され、該部分的に展開
された状態では、
　前記第一作動装置が、前記送達シースカプセルに近位方向の力を提供し前記補綴心臓弁
の遠位領域を露出させるように操作される、
　請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記システムは、前記システムが前記部分的に展開された状態の後に、前記部分的に展
開された状態から前記再捕獲状態への移行が、前記第二作動装置が前記補綴心臓弁へ近位
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方向の力を適用するように操作され、それによって、前記送達シースカプセルが、前記補
綴心臓弁上にスライドし、前記補綴心臓弁を収縮させ、前記送達システム内に保持する再
捕獲状態を提供するように構成されている、
　請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記部分的に展開された状態から前記再捕獲状態への移行が、前記送達シースカプセル
への遠位方向の力を適用するように前記第一作動装置が操作されることをさらに含む、
　請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ハンドルが、ハウジングをさらに含み、前記第一作動装置が、前記送達シースカプ
セルに力を適用するように前記ハウジングに対して操作され、前記第二作動装置が、前記
内側シャフトアセンブリへ力を適用するために前記ハウジングに対して移動する、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ハウジングが、近位端と遠位端を含み、前記第一作動装置は、前記送達シースカプ
セルへ近位方向の力を適用するように近位端に向かって操作され、前記第二作動装置は、
前記補綴心臓弁へ近位方向の力を適用するように前記近位端から離れるように操作される
、
　請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　患者の心臓弁を修復するためのデバイスであって、
　連結構造を提供する中間部分を含む内側シャフトアセンブリと、
　前記内側シャフトアセンブリ上にスライド可能に配置される送達シースカプセルと、
　前記内側シャフトセンブリ、および前記送達シースカプセルに連結されるハンドルであ
って、前記送達シースカプセルに連結した第一作動装置および前記内側シャフトアセンブ
リに連結した第二作動装置を維持するハンドルと、
　フレーム、および前記フレームに結合した弁構造を有し、少なくとも２つの弁小葉を形
成する補綴心臓弁であって、収縮状態から初期状態へ自己拡張可能である、補綴心臓弁と
、を含む送達システムを備え、前記デバイスが、
　前記補綴心臓弁が前記連結構造と係合し、前記カプセル部分内に収縮状態で保持される
装填状態と、
　前記カプセルが前記第一作動装置の操作において前記補綴心臓弁から少なくとも部分的
に退避し、前記補綴心臓弁の遠位領域が前記カプセルに対して露出され、自己拡張する部
分的に展開された状態と、
　前記補綴心臓弁が、前記補綴心臓弁へ近位方向の力を送達するために、前記第二作動装
置の操作において前記送達システム内に引込められた再捕獲状態と、
　の間で移行可能であるように構成されている、
　ことを特徴とするデバイス。
【請求項９】
　前記再捕獲状態への移行は、前記送達シースカプセルへ遠位方向の力を適用するように
前記第一作動装置が操作されることをさらに含む、
　請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記ハンドルが、ハウジングをさらに含み、前記送達シースカプセルに力を適用するよ
うに前記ハウジングに対して前記第一作動装置が操作され、前記内側シャフトアセンブリ
に力を適用するように前記ハウジングに対して前記第二作動装置が移動する、
　請求項８に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記ハンドルが、近位端と遠位端を含み、前記第一作動装置は、前記送達シースカプセ
ルへ近位方向の力を適用するように前記近位端に向かって操作され、前記第二作動装置は
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、前記補綴心臓弁へ近位方向の力を適用するように前記近位端より離れるように操作され
る、
　請求項１０に記載のデバイス。
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